
　大学では、縁あってプラズマ理工学の
研究室に所属することになりました。そ
こでは核融合に関連するプラズマを研究
テーマとしており、自分で作ったものか
らデータを収集したり、大きな装置を扱
う実験を重ねたりする中で、次第に物理
現象を解き明かしていく研究にのめり込
んでいきました。
　現在は、宇宙ステーションや惑星基地
に必要な建設資材などを運ぶ宇宙輸送
を、プラズマ推進機のエンジンで行うこ
とを目指しています。プラズマ内の粒子
が勝手に加速する現象をエンジンとして
利用するアイデアは、オーストラリアでの
研究員時代に先生方と議論する中で生ま
れました。その後プラズマの推力を測定
する国際プロジェクトに参加し、プラズマ
推進機の性能を向上させ、宇宙輸送を実
現できないかと考えるようになりました。

　固体・液体・気体に次ぐ「第四の状態」と
言われるプラズマは、電磁気学と流体力
学により理論解析が進む一方で、さまざ
まな条件や操作により異なる物理現象を

引き起こすため、その解明と応用は未だ
発展途上の段階です。私は特にプラズマ
自身の不安定性や磁場との相互作用に着
目し、大電力・無電極の「磁気ノズルプラ
ズマ推進機」の推進効率向上と物理課題
の解明に挑んでいます。
　この推進機は、プラズマ源で電離した
燃料ガスが磁気ノズル内で加速し、宇宙
空間へ噴射されることで推力を得ていま
す。宇宙で運用する際には太陽光発電な
どで得た電気を使って長距離航行できる
というメリットはあるものの、現在使わ
れているイオンエンジンの推進効率が
50パーセント程度に対し、100分の1
程度と非常に小さい点が課題でした。そ
こで創発研究ではエネルギーや粒子の損
失要因を突き止め、プラズマ発生源の壁
面に磁場構造を設けることで、推進効率
を30パーセントまで向上させました。
　また、別の実験ではエネルギー損失の
一因となっているプラズマの不安定性
が、推進機の作動や加速に寄与している
こともわかりました。推進機の性能向上
に加えて、これまでエンジニアの間では
ネガティブなものとみなされていた不安
定性を強みとして見出せたことも大きな
成果です。いつか私たちが開発したプラ
ズマ推進機が搭載された輸送機が実際
に宇宙を飛び、火星やさ
らに遠くの銀河へと旅

立つ姿を思い描きながら日々の研究に取
り組んでいます。

　宇宙輸送、と聞くと壮大なイメージを
抱かれるかもしれませんが、実際の研究
は地道なものづくりや実験による試行錯
誤の繰り返しです。思うような結果にた
どり着けず、モチベーションの維持に難
儀しながら長い時間を費やしたことも少
なくありません。苦労した分、推進力が上
がったときはとても嬉しく、国内外から
の反響も次への弾みになりました。
　学生時代は、将来さまざまな場所で活
躍するための強みを見つける期間だと

思っています。それは勉
強じゃなくて遊びで
もいいので、学生の方
は積極的に自分の強
みを探して欲しいで
すね。
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1つの成果を挙げるのにも数年はかかる研究
が辛い時もありますが、家族と過ごす休日が
良い息抜きになっています。 
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